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巻　頭　言
和洋女子大学紀要　第50集の刊行にあたって
和洋女子大学学長　坂　本　元　子
　大学の使命は、学生の教育とその基盤となる専門分野の研究にある。教員スタッフ
にとっては日々の教育内容の向上にあたり、充分且つより高いレベルの研究の累積が
必要である。良き教育の向上をもって真の大学の使命が果たされるものである。和洋
女子大学でもこの使命のために教員の日々の研究業績を発表する場として大学紀要を
発行している。
　和洋女子大学大学紀要の発行が今回で第50集を迎えることになった。誠にめでた
い事である。本学の大学紀要は1956年（昭和31年）に第１輯が創刊されており現在
に至っている。大学における教育、研究の成果は様々な形で外部へ発信されているが、
教育分野の性格からその発表の方法はそれぞれに異なっている。専門の雑誌への投稿、
著書の出版、一般のジャーナルへの発信、学内研究会の会誌への発表などがあるが、
大学紀要は本学が発行する唯一の教育・研究成果の公表の場である。
　本学の学群は教育内容から、現在は人文学群（旧人文学部）と家政学群（旧家政学
部）の二つで構成されているが、紀要の発行は、創刊号から23集1982年（昭和57年）
発行までは両群の研究発表は一冊にまとめられた刊行になっている。その後24集か
ら「文系編」「家政編」の２分冊に編集がわかれ、書名も「大学紀要」から「和洋女
子大学紀要」と変わって充実してきている。今回の第50集から元にもどり両分野の
原稿が１冊に収められ、サイズもＡ４サイズの大判に変更された。
　大学紀要の役割は学内の教員スタッフの日常の研究成果を世に問うもので、最新の
高度な研究発表が望まれる。第50集の刊行にあたり、遡って創刊号に目を通してみた。
そこには先人の熱意溢れる研究成果の論文が掲載されており、その内容の豊かさに感
銘を受けたものである。もう既に鬼籍に入られた先生もおられるが、その先生がたの
研究内容の充実した見事な論文を目の当たりにして、当時の先生がたの熱意ある研究
の姿勢をうかがい知る事ができた。先生方の若き時代の充実した研究活動の成果を和
洋から発信しておられたものだと感銘をうけた。今後ともわれわれは最新の研究成果
をわが大学紀要に掲載して新しい情報を発信していきたいと願うものである。
　研究成果の発表方法は専門により違いがあり、特に理系の論文では査読のある専門
雑誌に投稿する事が多い。それはその分野へのアピールが大きい事、読者への情報発
信としてより効果的であることから、紀要より専門誌への投稿が多くなりがちである。
また大学紀要の論文は業績として認められない時期があった。本学でも一時期は大学
紀要の役割として、若手の登竜門として助手達の論文発表の場として投稿を奨励した
時期もあった。それはそれなりの効果を生んでいる。しかし近年の動向から、大学紀
要でも査読があるものは業績として認めるという状況になってきている。
　この第50集より編集方向を変え、原著論文に「査読」を入れた紀要とし、掲載論
文を業績として認められるように配慮されている。「査読」があることで研究業績の
質が高いと見られればその効果は大きい。それによって社会から良い業績として認め
られ、新しい確かな情報の発信が可能であろう。「査読」の利点は投稿した論文に対
する査読者の意見で、より考察に幅が出る事もある。それによって論文のレベルアッ
プにつながる指摘があればより正しい情報の発信につながるであろう。
　発刊後50年を機に、新しい本学の紀要の更なる進展が望まれる事は喜ばしい事で
ある。
